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青少年学生派遣について

　当地区は、ロータリー国際青少年交換プログラムに基づき、海外のロータリーと留学生の交換を行っています。交換学生は、一定期間外国のロータリアンの家庭およびロータリーが推薦する家庭にホームステイし、その家庭の一員として過ごしながら、現地の学校に通学します。そしてその国の言語を習得するとともに、日常生活を通じて、風俗・習慣・文化を見聞しながら国際理解と親善を推進します。すなわち、善意と国際理解のロータリー使節であります。
Rotary Ambassador of Goodwill and International Understanding
2005-06年度ステンハマー国際ロータリー会長は、『すべての国の高校生がこの青少年交換プログラムに参加すれば、世界のすべての戦争はなくなる』と述べられました。

ロータリー青少年交換学生の概要（長期）

1. 期間と相手国
　　地区では、北および中南米・欧州・オーストラリア・台湾・タイなどを対象として、１カ年交換を交渉いたしております。ほとんどの場合は、８月出発し、翌年７月ごろ帰国することになりますが、特定の国によっては、３月に出発し、翌３月に帰国する（春派遣）場合もあります。長期派遣学生の総数は2名以内といたします。
2. 交換の条件等
1 交換学生は、出発時において16歳～18歳（18歳半未満）の高校生に限ります。
2 定められた期間以上滞在することは許されません（１年間未満）。
3 食事と宿舎は受入ロータリークラブにより提供されます。原則として受入ロータリアンの家庭および、ロータリアンが推薦する家庭に入り、通常３～４ヶ月毎にホストファミリーが代わり、相手国の風俗、習慣になじみつつ生活を致します。
4 派遣学生の家庭は推薦ＲＣ『スポンサーＲＣ』から要請のあったときは基本としてホストファミリーとして来日学生の受入をお願いします。
5 帰国後１ヵ年はロータリークラブ及び地区青少年交換委員会が主催する行事に対し出席義務を負います（必ず出席して、後輩学生のサポートをしてください）。
3. 費用等の負担
1 本人（保護者）の負担
(1) 受入ロータリークラブまでの往復旅費、傷害・健康保険料および衣類は本人（保護者）が負担することになっております。
(2) 持参するお金は原則として、US$500程度と、先方から指定された保険の掛金、グループツアーがある地区はその費用および帰国してから必要な日本円２～３万円となっております。
(3) オリエンテーション、交流会等でかかる諸費用、約７～１０万円
2 受入ロータリークラブの負担
(1) 来日学生の滞在費は受入ロータリークラブが負担します。
(2) 学校に要する費用（授業料、教科書、他）は、原則として受入ロータリークラブが負担することになっております。ただし、制服・部活費は本人負担の場合もあります。
(3) 推薦クラブは、来日学生を同数受け入れることが原則条件となります。　 

短期青少年交換プログラム　派遣留学生募集要項

1. 派遣先　　北および中南米・欧州・オーストラリア・台湾・タイなど
2. 滞在先　　来年度来日する留学生の家庭など
3. 期　間　　３ヶ月未満
4. 募集人員　熊本2名・大分2名
5. 応募資格
· 日本国籍を有する高校生で出発時の年齢が16～18歳（18歳未満）の生徒
· 学校長の推薦および留学または休学許可を得られる生徒
· 学年成績が上位1/2以上で、語学の習得に積極的な生徒
· 第2720地区（熊本・大分県）の学校に在学する生徒
· 親の許可を得られる生徒
· 推薦クラブの会長の承諾（サイン）を得られる生徒
· 来日する学生のホストファミリー候補を推薦できること
6. 費　用　　派遣学生本人および保護者
· パスポートの取得など渡航手続きに関して必要となる費用
· 旅費（往復の航空運賃・空港までの交通費）傷害保険、旅行保険の保険料
· 派遣先で必要な衣類等や個人的なものに対する費用
· 緊急用として現地通貨（US$500程度）および日本円（2～3万円）
· 帰国後、同プログラムに関する行事（報告会や次年度プログラムのオリエンテーションなど）への参加費用
7. 費　用　　ホストファミリー（来日学生の受入家庭）
· 受入期間中の食事代（弁当含む）など
· 家族と共にする小旅行、観劇、コンサートチケット代などの娯楽費
· 授業料など学費についてはホストクラブと相談
· なおホストファミリーには補助金がホストクラブより支給されます。
8. [bookmark: _Hlk507507710]申し込み　推薦クラブより青少年交換委員会に連絡をお願いします。
9. 派遣希望生徒　作文「わたしが今回応募した動機について」400字詰め2枚程度（和文・英文）を下記住所に送付
10. 申し込み期限　2023年7月以降随時受付
11. 選　考　　書類審査により選考しますが応募多数の場合は別途面接を行うことがあります。
12. 決定通知　推薦ロータリークラブにお知らせします。
13. [bookmark: _Hlk135061591]送付先　〒860-0807　熊本市中央区下通2-7-7　R-terrace　4F
国際ロータリー第2720地区事務所　地区青少年交換委員会　
TEL）096-312-2720　FAX）096-355-2720


長期青少年交換プログラム　派遣留学生募集要項

1. 派遣先　　北および中南米・欧州・オーストラリア・台湾・タイなど
2. 滞在先　　交換で来日する留学生の家庭など
3. 期　間　　2024年夏出発～2025年夏帰国
4. 募集人員　2〜3名
5. 応募資格
· 日本国籍を有する高校生で出発時の年齢が16～18歳（18歳未満）の生徒
· 第2720地区（熊本・大分県）の学校に在学する生徒
· 学年成績が上位1/2以上で、語学の習得に積極的な生徒
· 学校長の推薦および留学または休学許可を得られる生徒
· 親の許可を得られる生徒
· 推薦クラブの会長の承諾（サイン）を得られる生徒
· 来日する学生のホストファミリー候補を推薦できること
6. 費　用　　派遣学生本人および保護者
· パスポートの取得など渡航手続きに関して必要となる費用
· 旅費（往復の航空運賃・空港までの交通費）傷害保険、旅行保険の保険料
· 派遣先で必要な衣類等や個人的なものに対する費用
· 緊急用として現地通貨（US$500程度）および日本円（2～3万円）
· 帰国後、同プログラムに関する行事（報告会や次年度プログラムのオリエンテーションなど）への参加費用
7. 費　用　　ホストファミリー（来日学生の受入家庭）
· 受入期間中の食事代（弁当含む）など
· 家族と共にする小旅行、観劇、コンサートチケット代などの娯楽費
· 授業料など学費についてはホストクラブと相談
· なおホストファミリーには補助金がホストクラブより支給されます。
8. [bookmark: _Hlk135062047]申し込み　推薦クラブより青少年交換委員会に連絡をお願いします。
9. 派遣希望生徒　作文「わたしが今回応募した動機について」400字詰め2枚程度（和文・英文）を下記住所に送付
10. 締め切り　2023年9月20日までに必着（厳守）
11. 選考試験　2023年10月「英語で自己紹介など3分間スピーチ」ほか保護者同伴でお願いします。会場は別途お知らせいたします。
12. 決定通知　推薦ロータリークラブにお知らせします。
13. 送付先　〒860-0807　熊本市中央区下通2-7-7　R-terrace　4F
国際ロータリー第2720地区事務所　地区青少年交換委員会　
TEL）096-312-2720　FAX）096-355-2720


 申込書
□ 長期青少年交換プログラム
□ 短期青少年交換プログラム
（長期・短期の申し込みに☑️をお願いします。）

本人氏名　　　：
（ふりがな）　：

性別　
　 　　
生年月日　　　　　　年　　　月　　日　　　　歳

学校名　
 
学年　

　　保護者氏名(自筆) 

連絡先

推薦ロータリークラブ 

RC 会長名
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